
 

  １０月も後半になり、朝晩めっきり寒く暖房が恋しい季節になってき

ましたね。公園の銀杏も色づき始めました。出先で見かけた柿の木も、

葉が落ちて柿の実だけが残っていて、静かな里に彩りを漂わせ、過ぎゆ

く秋を惜しむようです。ところで、１０月８日に皆既月食がありました

が、みなさん観測されましたか？ 編集人は肉眼で観測でしたが、望遠

鏡を持っている知人が写真を送ってくれました。レンズを通すとこのよ

うに見えていたのですね  

テレビで栗の数え方の紹介をしていました。

面白かったので、ネットで調べてみましたら

他にもありましたので、２、３ご紹介します

ね。栗の実は一個、イガも一個と数えますが、雅語
が ご

なら１鞠
まり

と数えます。

雅語とは和歌などに用いられ、主として平安時代の正しいとされる優雅

な言葉だそうです。それから、箪笥の数え方は一棹
さお

と数えます。江戸時

代に箪笥に竿を通して運ぶ習慣があったことに由来するそうです。なん

と当時の箪笥は竿を通すための専用の金具が付いていました。最後は昆

布です。生えている昆布は、本、株と数え、だしをとるものとして使う

際は、枚、片などで数え、小売単位は、束、把、連と数えるのだそうで

す。 物の数え方のうんちくでした。  

秋冷、日毎に加わります。ご自愛くださいませ。 
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